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再生医療の実現には、細胞ソース、分化誘導方法、大量培養方法など未だ解決すべき問題があ

り、中でも細胞培養は最も重要な技術である。しかし、細胞培養用マトリックスは細胞の増殖や

分化誘導に決定的な影響を及ぼすことが知られているが、培養基剤と培養表面（ディッシュ表面）

は未だ標準化されておらず、系統的に評価すら行われていない。ディッシュ表面に、我々が開発

してきた細胞認識性キメラ型抗体 E-カドヘリン-Fc（E-cad-Fc）をコーティングし幹細胞を培養す

ると、未分化のまま培養出来ることやその後良好な分化誘導性能を示すことを明らかにしている。

しかしディッシュ標準化に際し、E-cad-Fc コート表面でのその構造と機能発現の関連は明らかに

されていない。 

そこで、E-cad-Fc コート表面のタンパク質構造について解明し、iPS 細胞の未分化維持に対する

E-cad-Fc の効果と構造変化の相関から標準化材としての可能性を評価するのが目的である。 

今回、ディッシュのモデルとして、極めて平坦なポリスチレン基板を作製し、液中 AFM 観察及

び QCM（水晶振動子マイクロバランス）測定を行い、ポリスチレンにコートされた E-cad-Fc の

構造を調べた。Ca イオン存在下において構造変化する生体内のカドヘリンと同様の部位を有する

E-cad-Fc は、AFM で長さ約 20nm のカドヘリン細胞外部位構造が観察された。AFM での吸着力及

び弾性率マッピングより、カドヘリンドメインの Ca による構造変化とカドヘリン同士が結合した

2 層構造の存在が予想された。これは QCM 法による吸着量からも矛盾がなかった。また、QCM

法による粘弾性測定より、Ca イオン存在下では、非存在下よりエネルギー損失が大きく、構造変

化を示唆する結果となった。E-cad-Fc の機能解明は、細胞培養に役立つのみではなく、発生学や

がんの転移等、広範囲の分野の理解へと繋がる。今後、さらに細胞機能との関連について検討す

る予定である。 
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